
公民館事業評価シート 資料２

事業名

予算 歳入予算（円） 歳入実績（円） 歳出予算（円）

平成31年度 報償費167,200
※当該事業に関連する項目のみ

令和２年度 報償費167,200
※当該事業に関連する項目のみ

事業の
位置付け 根拠法

市の基本計画

開催頻度

新規・継続 継続 実施主体

実施対象
市内在住・在学・在勤

のスマホ所有者
参加者数

評価項目

Ａ A

Ｂ A

Ａ A

Ａ A

A A

今後の課題

総合評価

＜発展性＞
参加者の学びの意欲を促進
できたか

アンケートで今後の希望を聞いたところ、学びたい項
目が多く挙がり、「次回もよろしく」「継続してくだ
さい」などの感想を多くいただいた。また、スマホの
基本操作から始まり、アプリのダウンロード方法や２
次元コードの読み取り方等、参加者の多くが自分でで
きるようになり、講座を終えることができた。

Ａ：進捗している
・期待どおりの成
果がでている

Ｂ：現状維持・あ
る程度の成果がで
ている

Ｃ：あまり進捗し
ていない・あまり
成果がでていない

Ｄ：まったく進捗
していない・まっ
たく成果がでてい
ない

・iPhoneとアンドロイドでは、操作方法や画面が違うことが度々あり、進行に時間がかかった。今後は別々に講
座を実施することも検討する必要がある。
・スマホの操作方法だけではなく、市のホームページの見方や、図書館の電子書籍の借り方、公民館事業の電子
申請のやり方等、行政サービスを踏まえた内容を講座に組み込み、相乗効果を図る。
・講座中に個別対応が必要になることが多く、大人数での講座を実施できないが、できるだけ多くの方が参加で
きる方法を検討する。検討に当たっては、講座内容の質の維持のため、参加者数は少数に抑え、開講数を増やし
て多くの方に参加いただくやり方を重視する。

・応募段階でかなりの申込みをお断りしていることから、スマホ講座のニーズが非常に高いことが分かった。
・若年層と高齢者の情報格差が現在問題となっており、その格差を埋めるための本講座は、地域課題の解決に向
けて取り組む公民館の本来の機能を十分に満たしており、大変重要な事業であると言える。

＜満足度＞
参加者にとって満足のいく
内容であったか
利用者のニーズを反映でき
ているか

初心者向けの講座で、ほとんどの参加者がスマホの電
話やメール機能しか使えない高齢者だった。が、アン
ケートで「半歩前進した」「こんな機能があるんだと
感心した」「ＱＲコードなど、手に取りやすくなりそ
う」など、たくさんの好意的な評価をいただいた。

＜達成度＞
公民館が目的を達成できた
か
市の課題解決に役立ってい
るか

スマホに触ることに多少なりとも慣れ、アプリ使用に
興味を持っていただくことができた。また、公民館の
事業に初めて参加する人が半分以上だったことから、
高齢者の社会参加を促すことができたと考えられる。

事業目的
西河原公民館のもつ機能を市民が生かし、活用で
きるようにする。

持続可能な
開発目標

（ＳＤＧｓ）

事業内容

事業評価
＜評価視点＞ ＜周知＞

市民に周知されているか
10月15日号と１月15日号の広報こまえで募集をか
け、すべて当日で申し込みが満員となった。

＜環境＞
事業の実施に伴い、人員、
設備、衛生面等は適切であ
るか

講師２名、補助として公民館職員２名の計４名体制
で、スマホの操作に戸惑う方にはすぐに個別に対応で
きた。ただその個別対応のために、参加者とスタッフ
がじゅうぶんな距離を取れない場面もあった。

Ａ

A

Ａ

Ａ

A

狛江市前期基本計画　まちの姿６「生涯を通じて学び、歴史が身近に感じられるまち」
施策６－①「地域における学びの充実」方向性２「生涯を通じた学びの実現」

第３期狛江市教育振興基本計画　基本方針（４）生涯を通じた学びの充実
①学びの環境づくり「地域の身近な場所で学ぶことができる環境の充実を図ります。」

年間２回（１回につき３日間）

市

延53人

評価理由 評価

情報学習事業　スマホ講座

歳出実績（円）

報償費88,000

報償費132,000

社会教育法、狛江市立公民館条例、狛江市立公民館条例施行規則

公民館 公運審

全体

公民館 公運審

全体

公民館 公運審

全体

公民館 公運審

全体

公民館 公運審

全体


